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「家族とは何なのか？」
プロローグ

東京大学名誉教授

原島 博

　「家族」は人にとって最大の関心事
　原島でございます。今日はお集まりいただきまして、ありがとうございます。このシンポジ

ウムのコーディネーターをしております。その責任上、プロローグにタイトルをつけさせてい

ただきました。 「家族とは何なのか？」です。けれど、今このことについて結論を出すつもり

はまったくございません。もしこの 15 分で結論が出てしまったら、このあとシンポジウムが

続きませんし、次回も必要なくなってしまいますから。

　正直、この「家族」というのは、きわめて難しいテーマです。なぜかというと、たとえば、

わたしの家族にこの話をしたら、「家族のことをまったく考えてこなかったあなたが、どうし

てそんなことをやるの？」と言われてしまいました。このように、常に“反省”がつきまとうテー

マなのです。

　また、家族というのは基本的に、自由に選べません。たとえば親子関係。子どもは「この親

はいやだ」「この親のほうがいい」という形で生まれてくるわけではありませんし、親子関係

は解消できません。夫婦関係は選べるではないかとお思いになるかもしれませんが、これもそ

う簡単には解消できません。解消できないから、いろいろ悩みがあるわけです。要するに、勝

手に自由に選べないのが家族であり、したがって、家族はしがらみになると思われる方も、けっ

こういらっしゃると思います。

　一方で、「家族は大切」「家族は絆」と思われる方も多いと思います。家族は、人が人と生活

する最小単位です。家庭には自分の居場所があるという気持ちをお持ちで、ホッとする方もお

られるでしょう。トイレだけが自分の居場所ではないのですね。さらに言えば、自分たちはい

いけれど、せめて子どもには、いい家庭で育ってもらいたいと願っている方も多いでしょう。

子どもを基準に考えたとき、やはり家族は重要です。

　このように、家族は「しがらみ」でもあるし「絆」でもあるということで、前回のシンポジ

ウムでは脚本家の山田太一先生に、「宿命としての家族」というテーマでお話しいただきました。

わたし自身、山田先生のお話をお聞きし、かつ、その後のパネルトークにも参加させていただ

いて、家族の問題というのは「こうあるべきだ」と上から目線で議論し、押しつける話ではな

いのだと思いました。人がそれぞれ違っていていいように、家族もそれぞれ違っていていいし、

理想の家族なんてないのかもしれません。ただ、それだと議論はそれで終わりになってしまい

ます。では、なぜこのシンポジウムで 3 回にわたって家族をテーマにするのか。それはやはり、

家族は人にとって最大の関心事だからです。

　家族のルーツにさかのぼって考える
　家族とは一体何なのでしょう。どうして家族は最大の関心事なのでしょうか。もしかしたら

人間の遺伝子に、「家族の大切さ」というものが書き込まれているのかもしれません。あるいは、

家族とは人間が作った社会的な仕組みだという面もあるかもしれません。それぞれの社会によっ

て家族の形態は違うし、時代によっても違います。でも、家族が人間の遺伝子に書き込まれ、

人間の本質なのだとしたら、家族のルーツとは一体何なのでしょう。遺伝子に書き込まれてい

るとしたら、いつ書き込まれたのでしょうか。

　そういうことを踏まえて家族のルーツにさかのぼって考えてみようということになり、今回、

山極先生にお願いすることになったわけです。2003 年に「社会の中の睡眠」というテーマでシ

ンポジウムを行ないましたが、山極先生にはこのときにも、「類人猿の眠りと人の眠り」という

テーマでお話しいただきました。

　今回、山極先生には「人間家族の由来と未来」というタイトルをつけていただきました。「ゴ

リラから AI まで」というサブタイトルがつ

いております。実は京都大学の霊長類研究

所に「アイちゃん」というチンパンジーが

おりまして、最初わたしはそのアイちゃん

の話かと思ったら、どうも AI（人工知能）

ということでございます。現代社会におけ

るこれからの家族はどうあったらいいのか、

果たしてこれでいいのかというところまで、

お話しいただけるのかなと期待しておりま

す。よろしくご静聴をお願いいたします。


